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近畿大学奈良病院における院内感染事案の発生について（最終報） 

 

近畿大学奈良病院において、同一の管理部門に勤務する職員（看護師）２名の新型コロナウイルスの

感染が判明したことを受け、濃厚接触者に対して健康観察を行ってきましたが、新たな感染者の発生は

確認されず、また、感染者との最終接触から２週間が経過し健康観察も終了しましたことを報告します。 

 

１ 発生場所 

  近畿大学奈良病院の管理部門の一部（所在地 生駒市乙田町１２４８番１） 

   

２ 感染者の概要 

 ・１例目（看護職員A）を起点に2例目（看護職員B）が感染し、院内感染が発生したと考えます。 

 

 
感染者 年代 性別 発症日 報道発表日 

１ 看護職員A 50代 女性 11月11日 大阪府在住 

２ 看護職員B 50代 女性 11月15日 大阪府在住 

 

３ 接触者に対するPCR検査の経緯（11月16日15時時点） 

   

   看護職員A及び看護職員Bが勤務する同一の管理部門の検査状況（11月27日13時時点） 

区分 検査対象数 
結果判明数 

未判明数 
陽性 陰性 

医療従事者 ９ 

２ 

（看護師A） 

（看護師B） 

７ ０ 

      

４ 病院の対応（11月27日13時時点） 

・ 陽性が判明した看護職員の勤務場所のほか関係箇所の消毒を実施（11月12～16日） 

・ 濃厚接触者は健康観察のため自宅待機（～25日） 

・ 外来、入院、救急は通常通り継続 

 

５ 県の対応 

・ 11月12、16日 郡山保健所が聞き取り調査 

・ 濃厚接触者を特定し、2週間の外出自粛要請及び健康観察実施（～25日） 

令和2年11月11日 

12日 

 

13日 

 

15日 

 

 

・看護職員Aが咽頭に不快感、発熱 

・看護職員Aが大阪府内の医療機関を受診し、PCR検査の結果、陽性で

あることが判明 

・看護職員Aと同一の管理部門に勤務していた職員全員（5名）に対し、

PCR検査を実施し、全員陰性であることを確認 

・接触者の1人である看護職員Bは、朝から発熱があったため、大阪府

内の医療機関を受診。再度検査を行ったところ、陽性であることが判

明 


